
びわこリハビリテーション専門職大学 アセスメントプラン 

 
びわこリハビリテーション専門職大学では、教育改善を恒常的に実施することを目的として、ディプ

ロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシーの 3 つのポリシーに基づき、学
生の学修成果を把握し、評価する。 

学修成果の評価は、学生の入学時から卒業時を視野に入れ、機関（大学）レベル、学位プログラム（学
科）レベル、科目レベルの 3 段階で、下表に示す評価指標と方法を用いて行う。特にディプロマ・ポリ
シーに関連する機関レベルと学位プログラムレベルの評価は、各資質・能力に合わせて適切な評価手法
を選択し、複数の評価手法を組み合わせる。 
 
Ⅰ 学修成果の評価方法 

①  機関（大学）レベル 
   学生の卒業時の状況（卒業率・就職率・資格取得状況等）や各種調査、アンケートの状況から学

修成果の達成状況を評価する。また全学科に通底し、学生の自己報告に依拠することが適切と考
えられる学修成果（意欲や態度など）、達成度の自己評価は学修行動調査等のアンケートによって
捉える。 

②  学位プログラム（学科）レベル 
   各学科の学位プログラム（教育課程及び課外活動等）における卒業要件の達成状況（単位修得状

況・GPA）、国家試験合格率、資格・免許取得状況、各種学生アンケート、学修行動調査等から、
学位プログラムを通しての学修成果の達成状況を評価する。中核となるのは、各学科のカリキュ
ラムにおける重要科目ある。重要科目における、医療専門職としての高次の統合的な能力（知識
や認知的スキル・臨床的スキルなどの統合）を捉えるための直接評価により、プログラムレベル
の学修成果を段階的に捉える。学生の自己報告に依拠することが適切と考えられる学修成果（意
欲や態度など）、学習プロセス、達成度の自己評価は学修行動調査等のアンケートによって捉え
る。 

③  科目レベル 
   シラバスで示された授業の到達目標に対する評価、また、授業アンケート等の結果から、科目ご

との学修成果の達成状況を評価する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅱ 主要な指標等 

 
Ⅲ 主な指標による検証の目安【暫定】 

 

評価レベル 入学前・入学後 在学中 卒業時・卒業後 

機関（大学）レベル 

・入学試験 
・調査書等の記載内容 
・入学時アンケート 

・退学率 
・留年率 
・休学率 
・学修行動調査 
・課外活動状況 

・卒業率 
・就職率（就職先） 
・進学率 
・卒業時アンケート 

学位プログラム（学科）
レベル 

・入学試験 
・入学時アンケート 
・基礎学力検査 

・GPA 
・修得単位数 
・休学率 
・授業アンケート 
・臨床実習 
・学修行動調査 
・外部試験成績 
・課外活動状況 

・GPA 
・卒業率、学位授与数 
・卒業時アンケート 
・国家試験合格率 
・就職率（就職先） 
・進学率 
・資格取得率 

科目レベル 
・入学前教育取組状況 
 

・成績評価 
・授業アンケート 
 

 

指標の種類 目安・留意点等 

4 年卒業率 機関レベル、学位プログラムレベル：80％・85％の 2 水準で検証、同系統大学・プログラ
ムとのベンチマーキング 

5 年卒業率 機関レベル、学位プログラムレベル：90％以上水準で検証 

退学率 機関レベル、学位プログラムレベル：各学年退学率と 4 年退学率および要因の変動 

GPA 機関レベル、学位プログラムレベル、科目群レベル： 1 年次終了時 GPA、卒業時 GPA を
中央値、四分位、同系統大学・プログラムとのベンチマーキング等で検証 

国家試験合格率 学位プログラムレベル：全国合格者平均、4 年制大学合格者平均で検証 

就職率・就職先 機関レベル、学位プログラムレベル：第一志望の就職率、高難度就職先への就職率 

資格取得率 学位プログラムレベル：目標とする資格に対する取得率  

学習行動調査 学位プログラムレベル：学習時間、学習意欲、メタ認知などの項目の比較と推移で検証 

卒業時アンケート 機関レベル、学位プログラムレベル：間接評価による DP 項目の達成度の推移で検証 

課外活動状況 学位プログラムレベル：学科主導の課外活動の実績と成績、国家試験結果との関連検証 


